
 

 

 

① 繭糸分離細繊維発生抑制に再挑戦 

 
繭糸分離細繊維は、絹の主成分であるフィブロインの表面に付着した、直径約数マイクロメートル

の微細繊維。蚕が繭をつくるときにフィブロインから分かれてできる（図 1 矢印）。アルカリ溶液中

で繭を加熱すると、繭糸分離細繊維はフィブロインから離れ（図 2）、フリーになったこれらの繊維は

ラウジネス（図 3A）になりやすい。ラウジネスは繭糸分離細繊維が絡まった小さな白い毛玉のこと。

顕微鏡でラウジネスを拡大すると繭糸分離細繊維が絡まった状態がよくわかる（図 3B）。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図１．繭糸分離細繊維（矢印）が発生した繭糸断面         図２．アルカリ処理後に離れた繭糸分離細繊維 

（点線枠付近：矢印はフィブロイン） 

 

 

 

 

 

     

                 

 

 

 

 

 

 
図３．絹糸表面に発生したラウジネス（A：矢印） とラウジネスの拡大画像（B） 

 

ラウジネスは絹の品質を著しく低下させる。そのためラウジネスの原因となる繭糸分離細繊維の発

生は好ましくない。繭糸分離細繊維には遺伝性があり、蚕の品種により発生量に差がある。実用蚕品

種のほうが原種に比べて繭糸分離細繊維の発生量が多い傾向にあるが、その発生過程はまだわからな

いことが多い。繭糸分離細繊維の効果的な抑制と絹糸質の向上を視野に入れて、その遺伝的なメカニ

ズムの解明に再び挑む。 

 



 

 

 

② 繭糸分離細繊維の簡便測定法を開発 

 

繭糸分離細繊維が発生している繭層微小片を、ある条件のもと試験管内で撹拌すると（図 1）、繭糸

分離細繊維（A:黄矢印）が絡まり、微繊維の集合体（Fine Fiber Assembly:FFA）が形成される（B:

緑矢印）。繭糸分離細繊維がもつこのような絡まりやすい特性を利用し、従来よりも簡便に繭糸分離

細繊維量を測定する FFA 法を開発した。繭糸分離細繊維が段階的に増加（図 2:A～D）すると、FFA

の測定値（E）も高くなる。そのため、FFA 法では繭糸分離細繊維の定量的な測定が可能だ。 

 

図 1．撹拌による繭糸分離細繊維の集合化       図 2．定量性の高い FFA 測定値 

 

品種間で FFA 測定値を比較すると、国産実用蚕品種（緑色）と外国産実用蚕品種（黄色）では高

く、200 以上。一方、原種（青色）の測定値は低く、最も低い「セヴェンヌ白」では僅か 2。FFA 法

では品種別の数値化のみならず、個体間の比較も可能なため、遺伝解析に必要な蚕系統の効率的選抜

において、FFA 法の応用が期待される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3．品種別の FFA 測定値の比較（各品種繭 20 個分の合計値 



 

 

 

③繭糸分離細繊維の遺伝解明への第一歩 

 
絹の品質低下につながる繭糸分離細繊維を簡単に数値化する FFA 法を利用して、FFA が多い系統

と少ない系統を選抜しながら世代を重ね、それぞれの特性を強めた育種に成功した。選抜を開始して

から 4 世代目で選抜の効果が安定して認められ、FFA が多い F7 系統では、FFA の発生量が 1 世代目

の約 2 倍に増加（図１）。一方の FFA が少ない CV 系統では、FFA が劇的に減少し、1 世代目の約 1

／8 に（図２）。 

 

 
図１ FFA が多い系統（F7）の選抜効果 

 

 

 

 

図２ FFA 少ない系統（CV）の選抜効果 

 

 選抜育種して準備した FFA が多い系統と少ない系統をまずは交配することが、分離細繊維の発生

に関与する遺伝子を探るための第一歩。将来的にその遺伝子を明らかにすることができれば、既に備

わっている優良形質を維持したまま、繭糸分離細繊維の発生だけを抑制できるようになるかもしれな

い。絹糸質を改良したカイコの育種の可能性が広がる。 

 

 


